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東京とどの実会 事務局

る
た
め
の
情
報
を
収
集
し
た
り
、
海
外
の
組
織

と
の
交
渉
を
行
っ
た
り
す
る
い
わ
ば
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
の
国
際
的
窓
口
と
も
い
え
ま
す
。
私

は
、
部
長
と
し
て
全
体
の
統
括
を
し
て
い
ま
す
。

｜
ま
さ
に
、
我
が
国
ス
ポ
ー
ツ
界
の
中
核
で

　

す
ね
。
い
た
だ
い
た
著
書
『
ス
ポ
ー
ツ
・

　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

　
勝
敗
は
情
報
戦
で
決
ま
る
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
新
書
）
に
も
五
輪
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

　
い
ま
す
が
、
東
京
五
輪
と
の
関
わ
り
に
つ

　
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
組
織
委
員
会
に
は
、
情
報
・

国
際
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
向
し
て
い
ま
す
。
ま

た
竣
工
し
た
ば
か
り
の
新
国
立
競
技
場
は
本
セ

ン
タ
ー
の
所
管
で
す
。
東
京
五
輪
で
の
各
国
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
調
整
や
、
次
回
パ
リ
五
輪
の

日
本
選
手
団
の
準
備
を
進
め
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
著
書
で
は
、
日
本
が
五
輪
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
試
合
で
勝
つ
た
め
の
情
報
戦
略
活
動
で

あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
ま
で
の
取

組
や
成
功
・
失
敗
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

｜
そ
う
し
た
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
は
？

　
筑
波
大
学
で
は
剣
道
一
筋
で
、
高
校
教
員
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
を
志
し
た
の
は
、

研
究
を
深
め
て
剣
道
の
指
導
に
活
か
そ
う
と
考

え
て
卒
業
論
文
で
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
専
攻
し
た

こ
と
で
す
。
学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院
修
士
課

程
二
年
の
後
、
研
究
生
の
時
に
東
京
大
学
の
助

手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
八
年
間
、
教
育

と
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
後
縁
あ
っ
て
現
所
属

の
前
身
の
設
置
準
備
に
携
わ
っ
た
際
に
、
情
報

研
究
分
野
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

｜
こ
れ
ま
で
の
出
会
い
の
中
で
、
特
に
影
響
を

　
受
け
た
方
は
？

　
大
学
時
代
、
ス
ポ
ー
ツ
業
界
で
働
く
た
め
の
道

筋
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た
現
東
京
二
〇
二
〇
五

輪
・
パ
ラ
組
織
委
員
会
副
会
長
の
河
野
一
郎
先

生
と
、
新
た
な
分
野
で
悩
ん
で
い
た
時
に
、
情

報
と
い
う
新
領
域
に
導
い
て
く
れ
た
元
内
閣
情
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｜
ま
ず
、
現
在
お
勤
め
の
「
日
本
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

　
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
我

が
国
ス
ポ
ー
ツ
界
の
中
核
的
存
在
と
し
て

二
〇
〇
三
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
職
員

数
は
約
四
百
名
、
本
部
は
秩
父
宮
ラ
グ

ビ
ー
場
の
隣
、港
区
北
青
山
に
あ
り
ま
す
。

組
織
は
、
国
際
競
技
力
向
上
の
た
め
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
所
管
す
る
「
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
性
を
守
る
活
動
を

行
う
「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
・

ユ
ニ
ッ
ト
」、
学
校
管
理
下
で
の
災
害
共

済
給
付
業
務
を
担
当
す
る「
学
校
安
全
部
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
部
」
が
実
施
す
る
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
や
Ｂ
Ｉ
Ｇ

等
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

｜
「
情
報
・
国
際
部
」
と
は
ど
ん
な

　
仕
事
を
？

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
情
報
機
能
の
強
化
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
国
内
外

の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
や
施
策
に
係
る
情
報
を

多
角
的
に
収
集
・
分
析
・
提
供
す
る
情
報

戦
略
事
業
、
国
際
展
開
を
図
る
た
め
の
国

際
戦
略
事
業
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・

ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
で
お
な
じ
み
の
戦
略
的
二

国
間
ス
ポ
ー
ツ
国
際
貢
献
事
業
な
ど
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
国
々
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
国
際
連
携
や
交
流
を
進

め
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
立
案
を
支
え

2019 年 11 月、ドーハでの国際会議にて

2020 年 4 月発行　

現在の国内外における新型コロナウィ
ルス感染症の発生に伴い、本年の東京
とどの実会の集いの開催の可否につい
て役員・幹事会で検討した結果、中止
することになりました。詳しくは別紙
ご案内をご覧ください。

2020年度
「東京とどの実会の集い」

中止のご案内
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面
（
ウ
ラ
）
に
つ
づ
く
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散策Report
　

記
念
す
べ
き
令
和
最
初
の
「
と
ど
の
実
会
・

散
策
」
は
、生
憎
の
梅
雨
空
の
下
で
実
施
し
た
。

集
合
は
、
9
時
丁
度
、「
ゆ
り
か
も
め
」
市
場

前
駅
。
一
九
九
五
年
（
平
成
7
年
）
開
業
と

い
う
か
ら
新
し
く
は
無
い
が
、
車
両
も
駅
も

極
め
て
清
潔
で
気
持
ち
が
良
い
。
集
ま
っ
た

の
は
総
勢
11
名
。
今
回
は
、
散
策
始
ま
っ
て

以
来
の
〝
男
ば
か
り
〟
で
あ
る
。
狭
い
高
架

上
の
駅
構
内
は
、
我
々
の
他
に
も
見
学
目
的

ら
し
き
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
外
国
人
観

光
客
も
多
い
。〝
む
く
つ
け
き
（
旧
い
表
現
で

ス
ミ
マ
セ
ン
）〟
男
11
人
衆
で
出
発
進
行
！

　

豊
洲
市
場
は
前
年
10
月
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
で
、「
水
産
仲
卸
売
場
棟
」、「
水
産
卸
売

場
棟
」、
そ
し
て
「
青
果
棟
」
の
巨
大
な
３
つ

の
建
物
に
分
か
れ
て
い
る
。
改
札
を
出
る
と
、

屋
根
付
の
「
見
学
者
通
路
」
が
3
つ
の
建
物

の
3
階
部
分
を
繋
い
で
い
る
。「
水
産
仲
卸
売

場
棟
」
が
一
番
見
所
豊
富
な
よ
う
だ
。
建
物

の
3
階
に
入
る
と
、
お
寿
司
屋
さ
ん
が
十
数

軒
並
ん
で
い
て
、
ど
の
店
も
大
賑
わ
い
で
あ

る
。
9
時
を
過
ぎ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
。

味
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
値
段
に
は
目

を
剝
く
。
誰
か
が
「
北
海
道
で
は
旨
く
て
安

い
寿
司
屋
が
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
な
ぁ
」

と
呟
い
た
。

第
69
回　

東
京
と
ど
の
実
の
集
い　

都
内
散
策

「
豊
洲
市
場
・
築
地
場
外
市
場
か
ら
勝
ど
き
橋
・

月
島
も
ん
じ
ゃ
ス
ト
リ
ー
ト
へ
」
報
告

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
4
階
に
上
が
る

と
物
販
商
店
街
。

乾
物
屋
さ
ん
、
食

器
屋
さ
ん
、
刃
物

屋
さ
ん
、
土
産
物

屋
さ
ん
が
〝
軒
を

連
ね
、
昭
和
の
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い

る
〟と
言
っ
て
も
、

近
代
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
だ
が
。
刃
渡
り
1
㍍

を
超
す
よ
う
な
包
丁
が
ケ
ー
ス
に
陳
列
さ
れ

て
い
る
。
当
に
芸
術
品
で
あ
る
。
見
学
者
通

路
の
窓
か
ら
「
市
場
」
が
覗
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、
早
朝
の
セ
リ
は
と
っ
く
に
終
わ
っ

て
い
て
、
人
影
は
ま
ば
ら
で
あ
る
。
段
ボ
ー

ル
が
そ
こ
ら
中
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
間

を
タ
ー
レ
ー
が
走
り
回
っ
て
い
る
。
近
代
的

な
建
物
（
外
観
）
と
、
昭
和
の
中
身
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
面
白
い
。

　
「
水
産
卸
売
場
棟
」
と
「
青
果
棟
」
を
駆
け

抜
け
、「
市
場
前
駅
」
に
戻
る
。
豊
洲
駅
で
地

下
鉄
に
乗
換
え
新
富
町
へ
。
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
店
で
一
服
。
石
造
り
の
築
地
本
願
寺
を
左

に
見
て
、「
築
地
場
外
市
場
」
へ
。
こ
こ
は
豊

洲
以
上
の
大
賑
わ
い
で
あ
る
。
精
々
一
〇
〇

昭
和
47
年
卒　

生
駒
　
篤

～
一
五
〇
ｍ
四
方
し

か
な
い
狭
い
街
区
に

寿
司
屋
、
飲
み
屋
、

怪
し
げ
な
土
産
物
屋

が
数
十
軒
以
上
密
集

し
、
狭
い
通
路
に
は

観
光
客
が
ご
っ
た
返

し
て
い
る
。
這
々
の

体
で
人
混
み
を
抜
け

出
し
、「
波
除
稲
荷
神
社
」
の
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ

て
身
を
浄
め
直
し
た
。

　

神
社
の
あ
た
り
か
ら
雨
が
降
り
出
し
て
き

た
。
昭
和
15
年
完
成
の
〝
跳
ね
橋
〟
勝
鬨
橋
で

隅
田
川
を
渡
る
。
昭
和
45
年
か
ら
は
〝
開
か
ず

の
橋
〟に
な
っ
た
の
は
寂
し
い
。
月
島
に
入
り
、

「
も
ん
じ
ゃ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
歩
く
。
昭
和
情

緒
の
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
で
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

る
。
た
だ
、
再
開
発
が
進
む
晴
海
に
隣
接
し
て

い
る
た
め
か
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
〝
興
醒
め
〟
で
は

あ
っ
た
。

　
雨
が
益
々
強
く
な
っ
て
き
た
。さ
し
も
の〝
と

ど
の
実
の
兵
（
つ
わ
も
の
）
達
〟
も
こ
れ
以
上

の
〝
雨
中
行
軍
〟
は
断
念
し
、
月
島
駅
か
ら
地

下
鉄
で
半
蔵
門
の
総
会
会
場
へ
と
向
か
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
、
東
京
の
新
と
旧
を
体

感
し
た
散
策
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛

す
る
「
第
2
の
ふ
る
さ
と
、
東
京
」
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
11
人
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
昨
年
の
東
京
と
ど
の
実
会
に
は
、
恩
師
の

蓑
口
先
生
と
、
カ
ー
リ
ン
グ
で
活
躍
の
藤
澤

五
月
さ
ん
を
お
招
き
し
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
蓑
口
先
生
が
青
春
の
思
い
出
を
寄

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
旧
制
庁
立
北
見
中
学
時
代

　

敗
戦
の
色
濃
い
昭
和
20
年
3
月
、
端
野
小

学
6
年
8
名
の
友
と
北
見
中
学
の
入
試
を
受

け
る
。
2
日
間
に
わ
た
り
面
接
試
験
、
国
語
、

算
数
、
理
科
、
地
理
、
体
操
だ
っ
た
と
思
う
。

地
理
で
は
硫
黄
島
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
よ
、
と
質
問
さ
れ
「
長
さ
8
キ
ロ

幅
4
キ
ロ
、
南
端
に
摺
鉢
山
が
あ
り
、
米
国

と
激
戦
中
」
と
答
え
、
よ
く
知
っ
て
い
る
ね
、

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
る
。
五
〇
〇

人
程
受
け
合
格
は
三
一
八
名
（
一
年
生
の
成

績
表
よ
り
）
競
争
率
一・五
倍
は
高
か
っ
た
。

　

入
学
は
し
た
が
戦
時
中
で
あ
り
、
防
空
頭

巾
、
非
常
食
を
持
っ
て
の
通
学
、
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
く
我
々
1
年
生
は
七・
八
月
の

二
ヶ
月
訓
子
府
へ
泊
ま
り
込
み
の
援
農
、
村

井
君
と
私
は
開
盛
部
落
の
奥
の
O
さ
ん
、
H

さ
ん
宅
両
家
へ
5
日
交
代
で
朝
か
ら
夕
方
ま

で
働
く
。
主
に
草
取
り
、
慣
れ
て
い
な
い
の

で
我
々
の
後
は
す
ぐ
草
が
生
え
、
恥
ず
か
し

い
思
い
が
今
も
残
る
。
夜
は
ラ
ン
プ
な
の
で

8
時
に
は
床
へ
。
両
家
と
も
優
し
く
、
麦
飯

を
腹
一
杯
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
盆
休

み
を
も
ら
い
自
宅
に
帰
っ
た
日
に
終
戦
の
ラ

ジ
オ
放
送
が
あ
り
、
母
、
伯
母
が
泣
い
て
い

た
姿
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
に
占
領
さ

れ
た
ら
自
分
た
ち
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
心

を
痛
め
た
。
8
月
末
ま
で
援
農
は
続
き
、
月

末
に
確
か
12
円
頂
き
帰
宅
、
当
時
の
授
業
料

は
月
4
円
50
銭
。
中
学
で
も
う
一
つ
の
思
い

出
は
三
年
生
の
時
、
北
見
市
民
少
年
相
撲
大

会
が
本
校
中
庭
に
あ
っ
た
土
俵
で
小
・
中
学

生
百
三
〇
名
参
加
で
行
わ
れ
、
私
も
選
ば
れ

パ
ン
ツ
の
上
に
褌
を
締
め
て
も
ら
い
出
場
。

北
見
中
が
団
体
優
勝
、
個
人
で
は
不
思
議
な

こ
と
に
私
が
優
勝
、
生
ま
れ
て
初
め
て
新
聞

に
名
前
が
載
り
隣
の
お
ば
さ
ん
に
お
め
で
と

う
と
言
わ
れ
嬉
し
か
っ
た
。

　

中
学
3
年
頃
か
ら
戦
後
の
部
活
が
復
活
、

友
人
の
佐
々
木
君
に
強
引
に
誘
わ
れ
、
四

月
に
部
が
で
き
た
ラ
グ
ビ
ー
部
に
9
月
に
入

部
、
翌
年
2
月
中
央
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
北
見

中
と
社
会
人
の
北
見
極
光
ク
ラ
ブ
と
雪
中
戦

が
行
わ
れ
、
私
も
ロ
ッ
ク
と
し
て
出
場
、
物

資
不
足
で
父
の
古
い
シ
ャ
ツ
や
母
の
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
、
地
下
足
袋
で
や
る
者
も
い
た
。

　
北
見
高
校
・
北
見
北
斗
高
校
時
代

　

学
制
改
革
で
北
見
高
校
と
名
が
変
わ
り
僅

か
1
年
で
現
在
の
北
見
北
斗
高
校
と
な
る
。

高
校
の
思
い
出
も
沢
山
あ
る
が
、
二
つ
だ
け

述
べ
た
い
。
一
つ
は
強
行
遠
足
。
朝
4
時
北

見
駅
前
出
発
、
置
戸
か
ら
留
辺
蘂
周
り
73
キ

ロ
、
中
学
生
で
三
回
走
っ
た
経
験
を
生
か

し
、
高
1
で
30
位
、
2
年
は
置
戸
ま
で
歩
か

ず
走
り
続
け
、
後
は
電
柱
十
本
走
り
一
本
歩

く
ペ
ー
ス
で
つ
い
に
8
位
に
入
賞
、
小
さ
な

賞
状
を
受
け
取
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
。
翌

三
年
は
男
女
共
学
と
な
り
中
止
。
更
に
上
を

狙
っ
て
い
た
だ
け
に
誠
に
残
念
。
本
年
で
88

回
と
思
う
が
こ
れ
か
ら
も
よ
き
伝
統
と
し
て

長
く
続
く
こ
と
を
願
う
。

　

も
う
一
つ
は
ラ
グ
ビ
ー
で
あ
る
。
創
部
2

年
目
に
し
て
全
国
大
会
に
1
年
生
で
ロ
ッ
ク

と
し
て
東
京
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
全
国

大
会
に
出
場
し
3
位
、
2
年
で
は
東
京
国
体

に
道
代
表
と
し
て
ロ
ッ
ク
で
出
る
、
結
果
は

3
位
。
3
年
で
は
道
代
表
と
し
て
、
名
古
屋

国
体
に
プ
ロ
ッ
プ
と
し
て
出
る
。
一
回
戦
で

負
け
た
が
、
西
宮
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で

は
、
優
勝
し
た
天
王
寺
高
校
と
大
接
戦
、
惜

し
く
も
８
対
５
で
敗
れ
3
位
。
後
日
OB
会
で

工
藤
コ
ー
チ
が
君
ら
の
時
が
一
番
強
か
っ
た

と
言
っ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
高
2
の

時
北
斗
高
で
行
わ
れ
た
全
道
大
会
準
決
勝
で

全
校
応
援
の
中
、
私
が
同
点
の
ト
ラ
イ
を
決

め
た
あ
の
感
激
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
。
思

い
出
は
尽
き
な
い
が
、
中
高
6
年
間
は
、
良

い
先
生
、
情
の
深
い
友
に
囲
ま
れ
、
自
分
の

可
能
性
に
挑
戦
で
き
た
素
晴
ら
し
い
青
春

だ
っ
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
幸
い
に
も
母
校
の
教
員

（
商
業
）
に
採
用
さ
れ
、17
年
間
教
壇
に
立
ち
、

担
任
14
年
そ
の
間
4
回
の
卒
業
生
二
〇
二
名

を
出
し
、
ま
た
ラ
グ
ビ
ー
部
員
一
七
一
名
を

送
り
出
す
。
心
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
、

そ
し
て
意
欲
に
満
ち
た
生
徒
、
力
強
く
、
創

造
力
に
溢
れ
た
部
員
と
多
く
の
大
会
で
好
成

績
を
残
せ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
東
京
と

ど
の
実
会
・
懇
親
会
に
招
待
さ
れ
、
懐
か
し

い
知
人
、
友
人
、
教
え
子
に
逢
う
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
谷
川

会
長
さ
ん
、
48
期
の
山
本
、
矢
萩
、
61
期
の

一
久
保
各
氏
に
は
送
迎
等
大
変
お
世
話
に
な

り
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
東
京
と
ど
の
実

会
の
ま
す
ま
す
の
充
実
・
発
展
を
心
か
ら
祈

り
筆
を
置
き
ま
す
。

北
見
中
学
・
北
見
北
斗
高
校
の
思
い
出

恩
師
　
二
十
六
期　

蓑
口
　
一
光
先
生

ゲストのお二人と。後列左から長谷川会長、宮井さん、山本さん、藤澤さん
前列左から蓑口先生、小山内さん（宮井さんはラグビー部 27 期、山本さん
はラグビー部 48 期、小山内さんは 26 期で蓑口先生と同級）

見学者通路から市場を見学

波除稲荷神社にて

報
調
査
室
長
の
大
森
義
夫
さ
ん
で
す
。

｜
現
在
の
職
場
以
外
で
も
、
様
々
な
活
動
を

　
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
印
象
に
残
っ
て
い
る

　
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
を
50
年
ぶ
り

に
全
部
改
正
し
た
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
成
立
し

ま
し
た
が
、
当
時
、
遠
藤
文
部
科
学
副
大
臣
と

の
関
わ
り
で
参
加
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

す
る
懇
談
会
委
員
」
の
仕
事
で
す
。
我
が
国
の

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
基
本
理
念
や
施
策
の
基
本

事
項
を
定
め
た
法
律
の
制
定
に
関
わ
っ
た
こ
と

は
、
仕
事
に
も
役
立
ち
ま
し
た
し
、
何
よ
り
大

き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

｜
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
高
校
時
代
で
し
た
か
。

　
ま
た
、
同
期
会
に
参
加
し
た
感
想
を
。

　

剣
道
、
バ
ン
ド
活
動
、
そ
し
て
恋
愛
な
ど
、

と
に
か
く
や
り
た
い
こ
と
を
何
で
も
や
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
な
り
に
勉
強
も
し
た
し
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
50
歳
を
過
ぎ

て
同
期
生
と
会
っ
て
気
兼
ね
な
く
話
せ
て
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
と
に
か
く
、
北
斗
の
卒
業
生
は
そ

れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
て
優
秀
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

｜
最
後
に
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
一
言
。

　
私
は
剣
道
で
負
け
た
り
、
仕
事
で
失
敗
し
た

り
し
た
経
験
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

「
負
け
や
失
敗
を
客
観
的
に
受
け
入
れ
、
今
の
自

身
の
実
力
と
す
る
」
こ
と
は
、
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
た
め
に
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
を
通
じ
た
後
輩
の
皆
さ
ん
と
の
新

し
い
出
会
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

和
久
貴
洋
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
つ
づ
き
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69 回東京とどの実会の集いは、令和元年6 月22 日（土）
13:00 からホテルモントレ半蔵門にて開催されました。
来賓として北見北斗高校の佐々木校長先生をはじめ、北

見のとどの実会会長、東京もいわ会会長、かしわ会東京支部長及び
昭和26 年卒から平成14 年卒までの会員の方々130 名が集いま
した。鎌田哲生さん（昭和６１年卒）、村上幸子さん（昭和50 年卒）
の開会宣言で始まった総会は、長谷川侊二さん（昭和38 年卒）の
リードで校歌を斉唱、この一年で故人となられた方々に黙祷を捧
げました。長谷川会長（昭和40 年卒）の挨拶の後は、田上幹事長（昭
和50 年卒）による活動報告、会計担当の吉見さん（昭和56 年卒）
から会計報告、監査を担当していただいた馬場さん（昭和34 年
卒）から監査報告があり、総会議事は満場一致で承認されました。
続く懇親会では、北見からのご来賓である佐々木校長先生、小原と
どの実会会長（昭和52 年卒）よりご挨拶をいただき、ご来賓の紹
介、宮井さん（昭和27 年卒）の乾杯の音頭で始まった会は終始和
やかな語らいの場となりました。恒例となった集いの前に行われ
る散策については、生駒副会長（昭和47 年卒）より報告（豊洲、
築地、月島一周コース）がありました。昨年は、日本でラグビーワー
ルドカップが行われ日本中がラグビーに沸きました。ラグビーイ
ヤーに相応しく母校のラグビー部の陣頭指揮に当たり全盛期を築

かれた蓑口一光先生
をご招待し、当時のラ
グビー部の活躍など
についてお話いただ
き大変興味深く聞く
ことができました。そ
の後、平昌オリンピッ
クのカーリング競技
のメダリストである藤澤五月さん（平
成22 年卒）から恩師の言葉の後押しに
よりカーリング競技の選手としての道
を歩んだことや現在の活動及び今後の
抱負について話していただきました。ま
た、株式会社清月の渡辺社長（昭和63
年卒）から協賛の申出があり平昌オリン
ピックでの報道により話題となった商品の「赤いサイロ」が参加
者に提供されました。その後、各卒業年別の写真撮影と続いた会は
北見北斗高校第一応援歌と「今日の日はさようなら」を全員で合
唱した後、次回の当番である引地聡さん（昭和52 年卒）の中締め
で更なる会の発展を期して散会となりました。（幹事長 田上博志）

第69回
「東京とどの実会」

会長　長谷川知子さん
（昭和 40 年卒）

活動報告　田上博志さん
（昭和50年卒）

ゲスト　蓑口一光先生
（昭和 26 年卒）

監査報告
馬場正孝さん（昭和34年卒）
村田由美子さん（昭39年卒）

ゲスト　藤澤五月さん
（平成 22 年卒）

司会　村上幸子さん（50年卒）
鎌田哲生さん（61年卒）

来賓　佐々木淳校長先生

校歌斉唱　リード長谷川侊二さん
（38年卒）

来賓・小原とどの実会会長
（昭和52年卒）

 乾杯　宮井国夫顧問（27 年卒）

32〜34年卒

39年卒

42年卒

47〜48年卒

58〜59年卒

37年卒

40年卒

43年卒

50〜52年卒

61年卒

38年卒

24〜30年卒

41年卒

44〜46年卒

53〜57年卒

66〜77年卒

第

ゲストを囲んで世代ごとの集合写真

歓談

「赤いサイロ」昭和63年卒渡辺さんから

蓑口先生、藤澤五月さんとご来賓のみなさま
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昨
年
（
二
〇
一
九
年
）
8
月
10
日
、
48
期

の
「
ほ
ぼ
年
金
受
給
」
同
期
会
が
、北
見
市
、

昭
和
48
年
卒
　
伊
藤
　
重
博

48
期
　
ほ
ぼ
年
金
受
給

　
　
　
　
　
　
同
期
会
開
催

黒
部
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者

は
全
国
各
地
か
ら
総
勢
約
70
名
。

　

前
回
の
還
暦
同
期
会
以
来
の
再
会
や
、

卒
業
以
来
初
め
て
出
席
す
る
人
も
い
ま
し

た
。
名
前
と
顔
が
一
致
し
な
い
人
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
47
年
の
時
を
超
え

て
、
和
気
あ
い
あ
い
、
賑
や
か
な
会
に
な

り
ま
し
た
。
終
わ
り
に
は
全
員
で
輪
に
な
っ

て
肩
を
組
み
、
校
歌
を
歌
い
一
次
会
を
終

え
ま
し
た
。
会
は
2
次
会
、3
次
会
と
続
き
、

中
に
は
4
次
会
、
5
次
会
と
い
う
猛
者
も

お
よ
せ
い
た
だ
い
た
近
況
か
ら

同
期
会
は
楽
し
！

昭
和
42
年
卒
　
広
川
　
正
三

　

42
期
東
京
組
は
年
に
数
回
「
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
」
と
称
し
呑
み
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
実
は
た
だ
の
酔
っ
ぱ
ら
い
集

会
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
故
か
と
申
し

ま
す
と
「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
」
の
前
に
必

ず
「
社
会
科
見
学
」
が
入
る
時
間
割
に
し

て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
女
生
徒
や
下
戸
も
楽

し
め
る
と
い
う
ま
こ
と
に
北
斗
生
ら
し
い

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
集
い
な
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
花
園
ラ
グ
ビ
ー
応
援
・
柴
又

帝
釈
天
・
寅
さ
ん
記
念
館
・
迎
賓
館
・
明

治
神
宮
・
上
野
西
洋
美
術
館
・
国
会
議
事

堂
・
相
田
み
つ
お
美
術
館
・
六
義
園
・
日

光
華
厳
の
滝
東
照
宮
な
ど
を
見
学
し
皆
で

ほぼ年金受給同期会、北見市黒部ホテルで開催

い
た
よ
う
で
す
が
、私
は
3
次
会
で
ダ
ウ
ン
。

　
前
回
と
同
様
に
、
関
連
企
画
と
し
て
「
絵

画
と
陶
」
伊
藤
彰
規
・
矢
萩
典
行
展
を
開
き
、

多
く
の
同
期
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
3
年
後
、
サ
ロ
マ
湖
を
臨
む
ホ
テ

ル
で
開
催
と
の
こ
と
で
す
。

全員肩を組んで校歌斉唱

勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
23
日
に
挙
行
し
た
令
和

最
初
の
集
い
。
一
時
間
目
は
「
皇
居
参
観
」

皇
居
桔
梗
門
・
富
士
見
櫓
・
長
和
殿
東
庭
・

伏
見
櫓
・
二
重
橋
な
ど
日
頃
は
入
れ
な
い

皇
居
の
中
を
宮
内
庁
職
員
の
ガ
イ
ド
付
き

で
見
学
で
ご
ざ
い
ま
す
。
陛
下
に
お
会
い

出
来
な
か
っ
た
の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
。

　

さ
て
お
待
ち
か
ね
二
時
間
目
「
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
」は
同
期
の
田
辺
円
君（
ラ
グ
ビ
ー

皇居桔梗門にて

部
）
が
な
ん
と
名
誉
な
「
旭
日
中
綬
章
」

を
受
章
し
た
の
を
記
念
し
て
祝
賀
新
年
会

と
な
り
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
た
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

何
か
に
つ
け
て
集
ま
る
の
が
大
好
き
な

42
期
。
こ
れ
か
ら
も
北
斗
時
代
に
還
っ
て

和
気
あ
い
あ
い
の
交
流
を
ず
ー
っ
と
続
け

た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

田辺円君「旭日中綬章」受章記念祝賀新年会

昭
和
44
年
卒
　
角
　
　
諭

よ
く
生
き
延
び
た
50
年
、

　
卒
業
後
半
世
紀
の
同
期
会

　

私
た
ち
44
期
は
二
〇
一
九
年
6
月
16
日

（
日
）
～
６
月
17
日
（
月
）
に
か
け
同
期

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
卒
業
し
た
の
は
一
九
六
九

年
、
50
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
亡
く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、「
よ
く
生
き
延
び
た
50
年
、
卒
業
後

半
世
紀
の
同
期
会
」
と
銘
打
っ
て
盛
大
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
幹
事
は
私
を

含
め
8
名
で
す
。
場
所
は
東
京
・
上
野
、

不
忍
池
の
北
、
明
治
の
文
豪
・
森
鴎
外
邸

が
あ
っ
た
場
所
に
そ
び
え
る
「
水
月
ホ
テ

ル
鴎
外
荘
」
が
会
場
で
す
。
敷
地
内
に
森

鴎
外
の
実
物
の
家
が
あ
り
、
見
学
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
東
京
で
は
珍
し

い
天
然
温
泉
に
入
れ
る
和
洋
折
衷
ホ
テ
ル

で
す
。

　

16
日
の
15
時
頃
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

19
時
頃
か
ら
宴
会
、
21
時
頃
か
ら
二
次
会

（
ほ
ぼ
全
員
で
カ
ラ
オ
ケ
）、
そ
の
後
は
エ

ン
ド
レ
ス
で
す
。

　

翌
月
曜
日
は
朝
食
後
、
10
時
頃
ま
で
に

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
自
由
行
動
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
私
は
仕
事
が
あ
り

8
時
に
は
ホ
テ
ル
を
出
ま
し
た
が
、
お
客

様
の
と
こ
ろ
へ
20
分
ほ
ど
遅
刻
を
し
て
し

ま
い
若
干
疲
れ
を
感
じ
た
一
日
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
同
期
会
は
、
私
と
大
島
宇
三

郎
（
現
俳
優
）
が
二
〇
一
八
年
11
月
に
酒

を
飲
ん
だ
と
と
き
に
、
大
島
よ
り
同
期
会

や
り
た
い
ね
、
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま

た
8
名
の
幹
事
仲
間
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
非
常
に
実
り
多
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
11
月
26
日
に
幹
事
8
名
で
忘

年
会
を
楽
し
み
、
毎
年
忘
年
会
や
ろ
う
ね
、

と
み
ん
な
で
確
認
を
し
ま
し
た
。

水月ホテル鴎外荘にて
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記後集編
・昨年の東京とどの実会は、北斗ラグビーの育ての親、

恩師蓑口先生と、新しいヒロイン藤澤五月さんをゲ
ストとしてお招きし、大いに盛り上がりました。蓑
口先生は 86 歳とは思えない歩き方、記憶力の素晴
らしさで、羽田にお迎えに行った二人は出口でお会
いする前に、駐車場まで車椅子でも必要かななどと
失礼な心配をしていましたが、全くの杞憂でした。
一方の藤澤さんはテレビで見る通りの可愛らしさ
で、歓談はさながら五月ちゃんを囲んでの記念撮影
の様相でした。姪の北見北中の同級生ということも
あり、私も二言三言話をしました。銅メダルがずっ
しり重かったのが印象的です。新型コロナ感染症の
猛威で今年の会が中止になったのは残念ですが、来
年も楽しい会になればと願っています。（N.Y）

東
京
と
ど
の
実
会
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
元
年
）

名
誉
会
長　
昭
24
年
卒　
故　

桂　
教
夫

相
談
役　
　
昭
26
年
卒　
小
山
内　
清
孝

会　
長　
　
昭
40
年
卒　
長
谷
川　
知
子

副
会
長　
　
昭
42
年
卒　
広
川　
正
三

　

　々
　
　
昭
44
年
卒　
角　
　
諭

　

　々
　
　
昭
47
年
卒　
生
駒　
篤

幹
事
長　
　
昭
50
年
卒　
田
上　
博
志

副
幹
事
長　
昭
52
年
卒　
引
地　
聰

　

　々
　
　
昭
53
年
卒　
渡
辺　
由
紀
子

副
幹
事
長　
昭
59
年
卒　
渡
邊　
範
道

　

　々
　
　
昭
61
年
卒　
鎌
田　
哲
生

会　
計　
　
昭
56
年
卒　
吉
見　
じ
ゅ
り

監　
査　
　
昭
34
年
卒　
馬
場　
正
孝

　

　々
　
　
昭
39
年
卒　
村
田　
由
美
子

顧　
問　
　
昭
27
年
卒　
宮
井　
国
夫

　

　々
　
　
昭
37
年
卒　
半
田　
護

幹　
事　
　
昭
40
年
卒　
石
渡　
俊
弘

　

　々
　
　
昭
40
年
卒　
前
田　
良
三

　

　々
　
　
昭
42
年
卒　
平
澤　
芳
樹

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
池
田　
順
子

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
木
村　
篤

幹　
事　
　
昭
44
年
卒　
井
上　
順
治

　

　々
　
　
昭
45
年
卒　
岡
田　
光
弘

　

　々
　
　
昭
45
年
卒　
池
田　
好
美

　

　々
　
　
昭
46
年
卒　
松
田　
寛

　

　々
　
　
昭
48
年
卒　
矢
萩　
典
行

　

　々
　
　
昭
49
年
卒　
伊
東　
千
鶴
子

　

　々
　
　
昭
50
年
卒　
村
上　
幸
子

　

　々
　
　
昭
55
年
卒　
立
崎　
幸
子

　

　々
　
　
昭
58
年
卒　
大
場　
伸
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
久
保　
依
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
柳
田　
美
和

　科　目

前期繰越金

年会費収入

総会費収入

寄付金収入

預金利息

　金　額

1,701,667

514,000

693,000

140,000
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　科　目

会合費

印刷費

消耗品費

通信交通費

支払手数料

総会費

渉外費

雑費

次期繰越金

　金　額

33,829

185,102

16,128

157,046

24,718

734,935

 47,642

 2,000

1,847,280

合計 合計3,048,680 3,048,680

収入の部 支出の部

平成 30 年度会計報告書
自　30年4月１日　至　31年3月31日

東京とどの実会		
●会員数　　　1,191 人	 　2019 年 12 月 31 日現在
　会費納入数　  254 人	 　2020 年 3 月 31 日現在
●総会出席者数		
　2017 年　　　 125 人	 　アルカディア市ケ谷
　2018 年　　　 106 人	 　アルカディア市ケ谷
　2019 年　　　 130 人	 　ホテルモントレ半蔵門

昭
和
21
年
卒　

 

佐
々
木　
秀
昭

昭
和
24
年
卒 　
桂　
教
夫

昭
和
27
年
卒 　
小
野
垣　
啓
一

昭
和
27
年
卒 　
篠
崎　
晟

昭
和
27
年
卒 　
辻
丸　
誠
一

昭
和
28
年
卒 　
高
田　
礼
二

昭
和
29
年
卒 　
小
西　
清
治

昭
和
30
年
卒 　
千
葉　
汪
子

昭
和
32
年
卒 　
長
山　
泰
久

昭
和
33
年
卒 　
斉
藤　
佐
枝
子

昭
和
40
年
卒 　
久
常　
久
美
子

昭
和
49
年
卒 　
榎
本　
史
朗

昭
和
54
年
卒 　
新
沼　
順
子

（
敬
称
略
）

お亡くなりになった方　（2019 年）
ご冥福をお祈りいたします。

見学旅行の思い出
（昭和 59 年卒から）


